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変化を伴 うもの で あ り， 膀静脈〜静脈管の血流遠度を変

化させ て い る事を証明 した．呼吸様運動 の 吸入 柑，
tt
呼 出

相 の 同定も可能 と した，

　239． Solid 　state 　ion　pH 　 senser の胎児生理学研

究へ の 応用
一

胎児生 化単的 monitoring の基礎的研究
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．s　　　　　 vt ’

　　　　　　　　（福岡大）松岡　　功，

’

金岡
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毅

　　　　　　　　　　　　 清水　　博，白川　光一

　わ れ わ れは ，すで に 分娩中の 胎児生 化学 的 monltonng

に つ い て 2 ， 3 の 臨床的報告 を行 つ て きた が ， 今回 は

新し く開発されだ．iOn　 sε面 tive　 field　 effect 　 traiiSiStor

（ISFET ）を 胎児 （仔） 生理学研窕 に 応用 した． 6匹 の

妊娠 100日前後の ヤ ギ を ， 麻酔導入後開腹．して，胎仔の

生理 的条件を乱 さな い よ うに胎仔筋肉内に ISFETi 艱挿

入 ， さ らに経皮酸素電極，・ECG 電 極 ，
　 redex 　 potential

transducer を装着し， 胎盤葉胎仔血管 に カ テ ← テ ル を 挿

入 した． ま た 母体に つ い て も， ISFET に よつ て動脈血

お よび 組織の pH を ，
　ECG ，平均動脈圧，

’
tedQx 　poterrtial

な ど と と もに 連続測 定 した．その 結果，  母体 に 100

％ Oa を吸入 さ せ る と， 約 1分の lag　time の の ち ，・胎

仔酸素分圧 は baselineの 酸素分圧 （通常 10〜2（ltorr）「の

い か ん を間わず 25頑 5torrに 増加 した ∴ こ れ に 対 し て 胎

仔組織 pH を は じめ 他 の パ ラ 凩一
タ

』
の 変化陰著明 r奪嫁

な か つ fo・  毎体 に 81％ CQ
，
　llを 吸入 さ せ る と， た だ

ち に 母仔 の pH は著明に 減少し，

「
胎仔心拍数も減少 した

が母体 の 平均動脈圧 ， 胎仔酸素分圧は 増加 した．  　こ

の 様 な母仔 の 呼吸性 ア シ ドーシ ス に 対 し，NaHCOA ．を

母体に投与す る と母体 pH は 著明に増加 す る が，胎仔

pH は 増加せ ず，tt経母体 ア ル カ リ療法が有効で な い こ と

が示唆 さ れ た ；．  母体の呼吸停止に よ．．D．
・
　k だ ち に胎仔

心 拍数は減少七 ， 母体に Q
， を吸入させ ると改善 し ，

1

胎

仔 心 拍数が POz−depenent で ある こ とカミ示唆され た．  

母体 に 乳酸を投与す る と母仔 の P耳 は 減少す るがジ 胎仔

心拍数 は変化せ ず，胎仔心拍数 DX　．pH −dgpendent’・で な い

こ とが示唆 さ れた．こ の 様な代謝性 ア シ ドr シ ス に対し

て も、．・NaHCO3 投与に よつ て 母体 pH ．は改善されて．も

胎仔 p且 は増加 しな か つ た．
’
　

t
 

』
：母 体に hor −adrepalin

や neosYnesin を投与す る と
’
胎仔酸素分圧 ， 胎 仔 心拍数

が 減少 し ， そ の 減少は 胎仔予備能 に 関与す る と考え
1
られ

た。  母体 の 呼吸を停止 して 組織 redox 、　potentia監 を

測 定 した と こ ろ，経皮酸素分圧 と と もに NAD ／NADH が

減少し た．母仔代謝の c ・itigal　pH は それぞれ，7．20，

7。00の あ た りに ある と推測 された．

　質問　　　　　　　　　
』
（大阪市立大） 目高・敦夫
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ア ル カ．リ療法が無効で あ る1背景に つ い て如何、

回答　　　
” 』

　 、、　
一

　（福岡大）松岡 ・　 功

経母体 ア ル カ リ療法 は人 に お い て は NaHCq を 5ml！

min 投与し ますと10〜20分後に 0．07程 度 の 上 昇が あ りま

した （Roche　tissue　pH 　 monitor に て 児頭電極で 観測 さ

れ ま し淀）∫
・・

　しか しヤ ギの 実験で は NaHCOs を 母体に 投与して も ．

胎保 の
“
pH 拠 ば変化ば あ

「
り

1
象赴 艇 嶺 た弔と れは ヤ ギ の

胎盤が
」
伽 tア1edon蠖胎盤羊）

　t／
で か な サ構造覇 異 る た め

か，ヤ ギが草食動物 の た め Kゆ
蹴どの ア ル カ リに 対する

防御が強N．、の か もしれませ ん．しか し ， い ずれに して も

メ イ 巨 γ が溶易に 胎盤 を通過す る と は 思え ませ ん．

　uo　，／．手術摘出標本および死亡児の直接走 査超音波断

層像の 分析 　　　　　／t
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　 （東京 F国立東京第二 病院）
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飯野　孝四 ，板倉 紘 ｝ ，井 上　　彬
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　 矢野　方夫 ， 山岡　完司　
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　目的
．
：1産婦人科手術摘出標本お よび産科死亡 児の 直接

走査超音波断層像を得 ， そ の 分析を行な い ， 術前の 画像

診断お よび 死亡児 の 状態把握を確実に する こ とを 目的 と

する，’　
”i

　方法 ガ ウ ォ
の タ

ーカ プ リ ン グ猯「戎に よ る 自動複合走査i

型超音波断層装置 《Octoson）
．
　
I
　
I

の ス キ ャ ソ ア
ーム の高 さ

と画像調整を行 な う亡 と に よ り，婦人科摘 出標本お よび

死 亡児の 直接走査超音波断層讎 を 得 た♂ 症例 の 内 わ げ

は ， 子宮筋腫 7 例，・卵 巣嚢腫 8 例 ；e卵巣癌 4例 ， 卵巣線

維腫 ll例｝i産科死 亡児10例 め計30例で あ る．

　成績 ：・  　子宮筋腫で術前に趨 音波断層上，卵巣腫瘍

と読影 され髭 症例ほ，
幽
巨大筋睡で 矗 部漿膜下に 液体貯留

が認め られた症例とゴ軟化変性 し た筋踵 の 症例 で あ り，

直接走査断層像と摘出標本を対比す．る こ とが で きる．・／ 

卵巣嚢腫の 直接断層像を得た後，その 断層面に おける内

容液と対髭検討した結果，

1多種な内容液 と同様，そ の 超

音波像も連続的k変化しだ像を とつ て い る，  　平滑な

嚢胞壁ボ aごtifact めた あ毛 羽 立 つ て 造影 きれ る ．本装置

に よ る複合走査で は
．
， 1点 が交点に ， 円が半月状に ， 線

が 毛羽立 つ た 線 どし て 造影 され る 傾向があ リダ卵巣癌に

おける壁 の 肥厚像 ；．充実性部分 の 読影 に 注意を 要す る超

  　奇形の な い死産児め断層像では ， 脳室 ，

’
心臓 ， 胃，

膀胱 が 噌 部 嚢 腫 状 に み え る た め 確認 し や すい 一　tt  　死産

児 の奇形に 関 して は 横隔膜 ペ ル ニ ァ お よび
’
mega ，colo

’
n

の 症例が造影されて お り， 今後死亡 児の 超音波鱇を得て

お くこ とは 有用 と思わ れる．
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